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文化の日表彰環境

「ながはまグリーンカーテンコンテスト」
表彰式を行いました

日の当たる窓をアサガオやゴーヤなどのつる性植物で覆う「グリーンカーテン」。家庭でできる温暖化対策
として「グリーンカーテン」づくりに取り組まれた家庭や事業所を募集したところ、家庭部門24点、事業所
部門10点の応募がありました。
設置の効果（電気使用量など）・景観・規模・工夫などを審査し、家庭部門・事業所部門のそれぞれで入

賞者が決まりました。
10月13日（土）湖北文化ホールで開催された「長浜市消費生活フェア」において、最優秀に選ばれた小倉

忠士さん、ヤンマー株式会社小形エンジン事業本部生産統括部びわ工場さんを表彰しました。
多数の応募者から、グリーンカーテンの設置により「エアコンの使用回数が減った」「涼しく夏を過ごせた」
などの感想が寄せられました。
入賞された皆さんの作品は、市のホームページで紹介します。

≪家庭部門≫
最優秀賞　　小倉　忠士 さん（高月町宇根）
優 秀 賞　　東　　邦浩 さん（高月町井口）

大村　　治 さん（中野町）
佳　　作　　林　美重子 さん（八幡中山町）

西池　良雄 さん（北野町）
清水　久行 さん（八条町）

≪事業所部門≫
最優秀賞　　ヤンマー㈱小形エンジン事業本部生産統括部

びわ工場（川道町）
優 秀 賞　　羽淵商店（元浜町）

長浜市立南郷里幼稚園（新栄町）
佳　　作　　ＭＩＳＯＮＯ美容室（宮前町）

アクア㈱（下之郷町）
長浜市立とらひめ認定こども園（五村）

受賞者の皆さん

小倉　忠士さんの感想

私の職場であるＪＡ北びわこ
は、グリーンカーテンの設置や、
照明の間引きなど、節電や温暖

化対策に取り組んでいます。このことが
きっかけとなり、今年は我が家でもグリ
ーンカーテンに挑戦することにしました。
植栽したゴーヤとアサガオの苗はすく

すくと成長し、部屋を涼しくしてくれま
した。採れたゴーヤは近所や職場の人に
も食べていただきました。

ヤンマー㈱小形エンジン事業本部
生産統括部びわ工場　
工場長　坂本正紀さんの感想

社員の節電意識の向上を図ること
を目的とし、社員でフウセンカズラの苗を植え、
水やりも当番を決めて育ててきました。収穫した
種は、社員に配布し、来年の夏に各家庭で「グリ
ーンカーテン」に取り組んでいただく予定です。

最優秀賞

最優秀賞
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、
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っ
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が
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簡
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磨
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